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スコーレ家庭教育講座 

後 援： 横浜市教育委員会  
 

(httpｓ://schole.org) 横浜地区実行委員会   

 

                                                

 

 

    

 

２０２５年 ６月 ５日(木) 

 

 

 

「早くしなさい」「頑張りなさい」など、つい子どもに指示・命令ばかりして

いませんか？親は誰しも、わが子が可愛くて、たくましく育って欲しいと願

っています。子どもがやる気を持って行動するには、どのような関わりをし

ていけばいいでしょうか？一緒に学んでみませんか？  

講   師 

受 講 料 受講定員 

受講対象 

公益社団法人 

スコーレ家庭教育振興協会講師  渡部 幸枝 
妊婦さん・乳幼児期～思春期のお子さんの保護者、子どもに関わる職業の方 

４０名（申込み順／要・予約） １０００円 

主 催： 

問合せ先 大 澤 TEL： 0８0-３４５９-３６５９ 

✉：  higashi@schole.org 

※受講後の個別相談をご希望の方は、相談内容を備考欄にご記入ください。 

※保育は先着 3名、保育料 500円で承ります 

メールにてご連絡を差し上げますので、お申込み後は必ずメールをご確認ください。 

無料個別相談の特典付き 

（３階・３０４会議室） 

 
「横浜駅」西口、北西口より徒歩４分 

―スコーレ協会は生涯学習活動を全国的に展開している、内閣総理大臣が認定した公益法人です― 

お申込み ＱＲコード 

～親のかかわり方が、子どもを変える～ 

１０：００～１１：３０ (受付開始９：４５～) 
 

about:blank


 

毎月開催   親力アップセミナーのご案内 

 

   

 

 
 

 

           
 

講師プロフィール 

 

 

 

 

 

＜ 会 場 案 内 図 ＞       

受講者特典：無料個別相談 

講座終了後、当日先着順６名程度、個別相談 

を実施致します。（1人につき 20分程度） 

講座受講お申込み時に、備考欄にご記入 

ください。 
『子どもの心を開く聴き方・話し方・接し方』 

 

「横浜駅」西口、きた西口より徒歩４分 

６月１９日（木） 

『脱・イライラ子育て！ 

～切替え上手になりたい～』                          」 

各日共通 10:00～11:30 受講料 500円 

 

前半は、講師のテーマに沿ったお話、 

後半は、質疑応答の時間を設けています。 

もっと学習したい！アドバイスを受けたい方におススメです♪     

かながわ県民センター(ミーティングルーム７０３) 

 

同上(ミーティングルーム７０５) 

 

７月３日（木） 

 

1960 年東京都生まれ。 

３姉妹の三女として育つ。１女１男のお母さん。  

外資系メーカーの人事、広報、秘書として２１年間勤務。仕事と育児を両立していたが、長女の小

学校入学を機に退職。地元で開催された家庭教育セミナーを受講し、99 年、「スコーレ協会」に

入会。 

子育てや女性の生き方を学び、今日に至る。第３８回日本家庭教育学会大会で、研究論文「親の

自己改革で、子どもに生きるパワーを」を発表。東京西地区のリーダーとして、世田谷区・目黒区

を中心に、母親セミナーを開催。  歌やゲームなど、身体から心の交流をはかる「ふれあいトレーニ

ング」のトレーナーとしても活躍中。「お母さんは家庭の太陽！」がモットー。  

何事にも明るく取り組み、温かい笑顔と、リーダーシップが、若いお母さん達から信頼されている。  

講師プロフィール 

７月９日（水） 

同上(ミーティングルーム７０8) 

 

こんなことは、ありませんか？ 思い当たる方は、ぜひご参加ください！ 

イライラが止まらない 
つい叱ってしまう 
口うるさく言ってしまう 
 

このままでは心配… 
叱り過ぎかも… 
叱らないでいて大丈夫？ 
 

「叱る→自己嫌悪」の悪循環 
ほめて育てたいが、ほめるところが見つからない 
嫌な気持ちを引きずってしまう… 

私って… 

やる気・自信がない 
「〇〇してみる？」と勧めても、やらない 
頑張りが続かない 
 

反抗的 
言うことを聞かない 
暴言をはく 
 

引っ込み思案 
マイペース、表情が暗い 
思っていることを言わない 

子どもが… 

『これって過保護、過干渉？ 

～子どもを信じて見守るには～』 


